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ま え が き 

 

本調査シリーズは、プロジェクト研究サブテーマ「非正規労働者の態様に応じた能力開発

施策に関する調査研究」の一環として実施された「ジョブ・カード制度の現状と今後の方向

性のための研究」の平成 23 年度の研究成果をとりまとめたものである。 

このプロジェクト研究サブテーマは、平成 19 年度から行われている研究で、職業能力開

発やキャリア形成の機会に恵まれない非正規社員の人たちの実態を明らかにするとともに、

関連する施策の推進や改善に役立つ政策提案を行うことを目的に実施し、効果的な施策の在

り方を検討するために実施されてきた。 

その一方で、2008 年度に「ジョブ・カード制度」が新たに導入された。この施策は、正社

員就職できず非正規にとどまる学卒者など職業能力形成機会に恵まれない人が「企業現場･

教育機関等で実践的な職業訓練を受け、修了証を得て、これらを就職活動など職業キャリア

形成に活用する制度｣（ジョブ・カード構想委員会、2007）である。ジョブ・カード制度は非

正社員等のキャリア形成機会に恵まれない人たちを支援する政策であることから、本プロ

ジェクト研究サブテーマの成果をより現実的な政策提言に結び付けるために、この制度の運

用の実態と課題、さらに改善の方向を明らかにするために実施したのが本研究である。 

昨年度の研究では、ジョブ･カード制度のもとで行われる訓練プログラムの１つである有

期実習型訓練（基本型）の企業間での普及状況と企業にとっての効果を明らかにした。つづ

く本年度は、同じく有期実習型訓練（基本型）が求職者にとって効果があるのかを、クロス

集計によって明らかにしている。個人の異質性を十分にコントロールした計量経済学的手法

を用いる厳格な政策評価を行うのは来年度以降となるが、本調査シリーズはその予備的研究

として位置づけられる。 

最後に、本調査シリーズで利用した『転職モニター調査』は、多くの方々のご協力のおか

げで実施することができた。モニターとして調査にご回答いただいた皆様の他、厚生労働省、

全国の都道府県労働局ならびにハローワーク、中央ジョブ・カードセンター、全国の地域ジョ

ブ･カード（サポート）センター、独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構、全国の同

機構・都道府県センターならびに職業能力開発促進センター、中央職業能力開発協会に多大

なるご協力をたまわるとともに、有期実習型訓練の訓練企業のみなさまにもご協力いただい

た。この場を借りて、お礼を申し上げる。 

なお本調査シリーズの執筆は別記のそれぞれが担当したが、とりまとめは原ひろみ（人材

育成部門副主任研究員）が行った。 
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